
状　況 ％ 状　況 ％

1 1974

2 1975 × ほとんど無し × ほとんど無し

3 1976 △ 20% ◎ 90%

4 1977 × ほとんど無し × ほとんど無し

5 1978 × ほとんど無し △ 30%

6 1979 ◎ 90% × ほとんど無し

7 1980 × ほとんど無し × ほとんど無し

8 1981 × ほとんど無し △ 10%

9 1982 ◎ 90% × ほとんど無し

10 1983 × ほとんど無し × ほとんど無し

11 1984 × ほとんど無し × ほとんど無し

12 1985 ◎ 80% × ほとんど無し

13 1986 × ほとんど無し × ほとんど無し

14 1987 × ほとんど無し △ 30%

15 1988 ○ 50% ◎ 90%

16 1989 × ほとんど無し × ほとんど無し

17 1990 △ 20% ◎ 70%

18 1991 ◎ 80% × ほとんど無し

19 1992 × ほとんど無し × ほとんど無し

20 1993 ○ 60% ◎ 70%

21 1994 × ほとんど無し × ほとんど無し

22 1995 ○ 50% ○ 60%

23 1996 × ほとんど無し × ほとんど無し

24 1997 ○ 60% ◎ 80%

25 1998 × ほとんど無し × ほとんど無し

26 1999 × ほとんど無し × ほとんど無し

27 2000 ◎ 80% ○ 50%

28 2001 ○ 60% × ほとんど無し

29 2002 × ほとんど無し × ほとんど無し

30 2003 × ほとんど無し × ほとんど無し

31 2004 × ほとんど無し × ほとんど無し

32 2005 ○ 60% ◎ 90%

33 2006 × ほとんど無し × ほとんど無し (ベニサラサ-苗場神社の手前の株に半分程花を付けている)

34 2007 △ 10％程度所々 △ 数㌫

35 2008 × ほとんど無し × ほとんど無し

36 2009 ◎ 80% ○ 全体で30％程 Ａ群-10％Ｂ群-20％Ｃ・Ｄ群-70％Ｅ群-2％

37 2010 × ほとんど無し × ほとんど無し Ａ群-2～3％程度　他ポツンポツンと（丈は短い）

38 2011 △ 10～20％ △ 40% Ａ群40％程

39 2012 ◎ 90% × ほとんど無し

40 2013 × ほとんど無し ◎ 80%～９０％ （他の地域でも満開との事）

41 2014 × ほとんど無し × ほとんど無し

42 2015 × ほとんど無し △ Ａ・Ｂ群10%Ｃ群60％ 全体平均10％強程・丈は短く、花数（一本の花茎に）少ない

43 2016 △ 30% × ほとんど無し

44 2017 × ほとんど無し × ほとんど無し （山頂の花は、全体的に少ない）

茎の背丈はやや短い（他の地域でも満開との事）

両方◎は44年間で初めての現象

46 2019 △ 20％～30% × ほとんど無し （山頂の花は、全体的に少ない）群落に１~２本程度で小型

47 ほとんど無し ほとんど無し ワタスゲが凄く多い・チングルマが見事・ウラジロヨウラク

山頂で2~3枝のみ 山頂で数花のみ ツツジ少ない・

80%～９０％

【苗場山の代表的な花の開花状況 】 　（調査者　飯塚　英春）

年　度
ベニサラサドウダンツツジ コバイケイソウ

不　　明 不　　明

詳細説明（コバイケイソウ他）

2020 × ×

45 2018 ◎ 90% ◎


